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私
た
ち
﹁
Ｎ
Ｐ
Ｏ
田
原
し
み
ん
震
災
支
援
ネ
ッ
ト
﹂︵
沓
名
智
彦
代
表
︶

は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
・
被
災
者
支
援
の
た
め
、
市
内
で
活
躍
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
活
動
団
体
が
中
心
と
な
り
立
ち
あ
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
被
災
地
へ
野
菜
な
ど
を
届
け
て
お
り
、
今
回
は
、
ゴ
ー
ヤ
や
自

転
車
な
ど
を
届
け
て
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ゴ
ー
ヤ
と
自
転
車
に
思
い
を
込
め
て

　

私
た
ち
は
、
東
北
の
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
す
る
仲
間
か
ら
“
日
本
一
の
田
原
の
野
菜
”
が

欲
し
い
と
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
４
月

か
ら
７
月
ま
で
に
５
回
、
野
菜
を
中
心
に
宮
城
県

仙
台
市
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
組
織
へ
届
け
て
き
ま
し
た
。
今

回
は
、
ゴ
ー
ヤ
と
生
活
の
足
と
な
る
自
転
車
を
送

る
こ
と
に
な
り
、
準
備
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
衣
笠
に
あ
る
私
た
ち
の
農
園
で
、
被
災

地
へ
送
る
た
め
に
育
て
て
き
た
ゴ
ー
ヤ
の
収
穫
を

園
児（
加
治
保
育
園
・
中
部
保
育
園
・
漆
田
保
育
園
・

赤
石
幼
稚
園
）
と
行
い
ま
し
た
。
衣
笠
ゴ
ー
ヤ
エ

コ
ト
ン
ネ
ル
は
80
ｍ
も
あ
り
、
中
に
は
ゴ
ー
ヤ
が

鈴
な
り
。
子
ど
も
た
ち
は
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
収

穫
し
、「
ゴ
ー
ヤ
食
べ
て
元
気
に
！
」
な
ど
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
込
め
な
が
ら
箱
詰
め
し
ま
し
た
。

　

自
転
車
は
、
7
月
中
旬
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に

声
を
か
け
、
中
古
自
転
車
を
集
め
ま
し
た
。
そ
し

て
自
転
車
修
理
が
得
意
な
方
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、市
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
修
理
し
ま
し
た
。

　

８
月
29
日
（
月
）
の
深
夜
、
ゴ
ー
ヤ
や
自
転
車

な
ど
を
物
資
運
搬
車
に
積
み
込
み
、
仙
台
市
の
物

資
集
積
所
に
向
か
い
ま
し
た
。
自
転
車
は
、
現
地

で
大
変
喜
ば
れ
、
翌
日
に
は
27
台
全
て
の
も
ら
い

手
が
決
ま
っ
た
そ
う
で
す
。集
ま
っ
た
自
転
車
は
、

ま
だ
60
台
ほ
ど
あ
り
ま
す
の
で
、
運
搬
費
用
が
工

面
で
き
れ
ば
現
地
に
運
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
野
菜
や
お
米
、
運
搬
車
の
提
供
な

ど
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
応
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
野
菜
な
ど
の
物

資
を
自
転
車
と
一
緒
に
現
地
に
届
け
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝
鈴
木
裕
︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
エ
コ
ウ
イ

　

ン
ド
ネ
ッ
ト
︶

　

０
９
０

－

２
１
３
１

－

４
３
５
２

被
災
地
への
継
続
的
な
支
援
を

被
災
地
への
継
続
的
な
支
援
を

Hello

投
稿

◦丁寧に自転車を修理

◦衣笠ゴーヤエコトンネル
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皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
！
私
は
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
生
と
し
て
、
田
原
市
役
所
で
５
日
間
仕
事
を
体
験

し
ま
し
た
。
帰
省
す
る
際
、
海
沿
い
を
車
で
ド
ラ
イ

ブ
し
て
い
る
と
田
原
に
帰
っ
て
来
た
な
あ
と
実
感
し

ま
す
。
今
回
は
、
ド
ラ
イ
ブ
す
る
の
に
最
適
な
﹁
田

原
ド
ラ
イ
ブ
マ
ッ
プ
﹂
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

田原には、いっ
ぱい〝いいとこ〟
がありますね！

〝
い
い
と
こ
〞いっ
ぱ
い
の
田
原
を
ド
ラ
イ
ブ

　

ま
ず
、
ド
ラ
イ
ブ
マ
ッ
プ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　
「
田
原
ド
ラ
イ
ブ
マ
ッ
プ
」
に
は
、
そ
の
名
の
通

り
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
ア
ク
セ
ス

方
法
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
す
す
め
の
場

所
を
聞
く
と
、
蔵
王
山
か
ら
の
景
色
が
一
番
に
挙
が

り
ま
し
た
。
田
原
を
見
渡
せ
る
こ
の
場
所
は
、
天
気

の
良
い
日
に
は
、
日
本
ア
ル
プ
ス
や
富
士
山
が
望
め
、

幻
想
的
な
夜
景
も
楽
し
め
ま
す
。
白
谷
海
岸
か
ら
江

比
間
海
岸
沿
い
の
道
は
、
眺
望
を
さ
え
ぎ
る
も
の
が

な
く
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
夕
日
が
と
て
も
き
れ

い
に
見
え
る

絶
景
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
緑
が
浜
エ

コ
パ
ー
ク
や
西
ノ
浜
も
、
た
く
さ
ん
の
風
車
を
近
く

で
見
ら
れ
る
の
で
お
す
す
め
だ
と
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

ず
っ
と
住
ん
で
い
る
と
、
当
た
り
前
す
ぎ
て
気
付

か
な
い
ス
テ
キ
な
風
景
や
場
所
が
、
こ
の
マ
ッ
プ
を

見
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
田
原
を
ド
ラ
イ

ブ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
☎
23
局
３
５
１
６

　

http://w
w

w
.taharakankou.gr.jp/

▲蔵王山展望台からの夜景

▲江比間海岸からの夕暮れ

▲田原ドライブマップ

﹁
シ
ェ
ル
リ
﹂だ

ル
リ
！

拙
者
、﹁
あ
さ
り

武
士
﹂で
ご
ざ
る

あ
ち
き
は
、﹁
こ
あ
さ

り
ん
﹂で
あ
り
ん
す

﹁
ア
サ
リ
ー
ヌ
﹂

だ
ワ
ン
♪

いろんな所に出か
けていくから、み
んなと会えるのを
楽しみにしている
ね♪ツイッターも
やっています！

　

皆
さ
ん
は
田
原
に
も
“
ゆ
る

キ
ャ
ラ
”
が
誕
生
し
た
の
を
ご

存
知
で
し
た
か
？
こ
れ
は
、
渥

美
商
工
会
が
貝
づ
く
し
渥
美

を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
公
募
し
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、名
前
は「
か

い
く
ん
」
で
す
。
現
在
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　
「
か
い
く
ん
」
の
ほ
か
に
も
、

た
く
さ
ん
の
仲
間
が
い
ま
す

の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

田
原
の＂
ゆ
る
キ
ャ
ラ
＂紹
介
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　　 岐阜聖徳学園大学３年
    清田知里さん（中山町出身）

◉かいくんの仲間（一部）

かいくん



●しみんの広場

地域
発!

野
田
校
区
で
は
、「
和
」
が
平
面
に

広
が
っ
て
「
輪
」
と
な
り
、
さ
ら

に
立
体
的
に
広
が
っ
て
「
環
」
と
な
っ
て

大
調
和
に
つ
な
が
り
、『
わ
、
わ
、
わ
』

と
笑
い
声
が
絶
え
な
い
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
を
将
来
像
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

今
年
も
大
盛
り
上
が
り
！

　

８
月
６
日
（
土
）、
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た

は
ら
で
「
第
15
回
野
田
夏
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

と
て
も
暑
い
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
老
若

男
女
問
わ
ず
多
く
の
方
が
参
加
し
て
、
大

変
に
ぎ
や
か
な
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

サ
ン
テ
ド
ー
ム
を
メ
イ
ン
会
場
に
、「
盆

踊
り
大
会
」「
子
ど
も
み
こ
し
」「
野
田
の

市
」「
ビ
ン
ゴ
大
会
」「
手
筒
花
火
」「
打

ち
上
げ
花
火
」
な
ど
を
催
し
ま
し
た
。

地
域
の
話
題

野
田
校
区

人
と
地
域
と
自
然
を
つ
な
げ
る
ま
ち
づ
く
り

▲華やかに盛り上がった盆踊り大会

﹁
和わ

﹂﹁
輪わ

﹂﹁
環わ

﹂
と
笑
顔
で
明
日
を
創
る
、
田
原
の
ド
真
ん
中
﹁
野
田
校
区
﹂。

今
年
で
15
回
目
と
な
る
﹁
野
田
夏
ま
つ
り
﹂
に
つ
い
て
、

野
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

　
「
盆
踊
り
大
会
」
で
は
、
浴
衣
で
素
敵

な
踊
り
を
披
露
し
て
い
た
だ
い
た
方
や
子

ど
も
に
賞
を
贈
る
な
ど
し
て
、
華
や
か
に

盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
み
こ
し
」
で
は
、
13
地
区
の

子
ど
も
会
が
４
つ
に
分
か
れ
、
一
生
懸
命

作
っ
た
自
慢
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
み
こ

し
に
乗
せ
、「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
ワ
ッ
シ
ョ

イ
！
」と
ド
ー
ム
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
「
野
田
の
市
」
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
手
に
よ
る
16
店
舗
が
立
ち
並
び
、
大
変

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
で
あ
る
福
島
県
か
ら
、
農

家
の
方
が
桃
の
直
販
に
訪
れ
る
な
ど
、
新

た
な
交
流
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
手
筒
花
火
」
で
は
、
有
志
た
ち
の
厄

払
い
の
願
い
を
の
せ
て
、
火
の
粉
と
と
も

に
轟
音
が
野
田
の
夜
に
響
き
渡
り
、
観
客

た
ち
の
歓
声
を
あ
び
て
い
ま
し
た
。

▲子どもたちが一生懸命作ったみこし

自
分
た
ち
の
手
で
地
域
づ
く
り

　

か
つ
て
の
青
年
団
主
体
の
盆
踊
り
大
会

は
、
団
の
解
散
で
開
催
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
校
区
行
事
と
し
て
、
平

成
９
年
か
ら
「
野
田
夏
ま
つ
り
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
担
い
手
と
な
る
40

～
42
歳
の
男
性
が
実
行
委
員
の
中
心
と
な

り
、
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
４
月
か

ら
準
備
を
進
め
る
手
作
り
の
祭
り
で
す
。

　

地
域
づ
く
り
は
、
行
政
と
の
連
携
が
必

要
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
、
人
材
育
成
な
ど
は
地
域
で
率

先
し
て
行
う
べ
き
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

野
田
校
区
は
、
人
の
結
び
つ
き
が
強
い

校
区
と
感
じ
て
い
ま
す
。「
野
田
夏
ま
つ

り
」を
は
じ
め
と
す
る
各
種
行
事
に
よ
り
、

地
域
の
『
わ
』
が
よ
り
強
く
確
か
な
も
の

と
な
る
よ
う
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◦手筒花火
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₁ ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週㊋・㊎・圡 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
₂ このページおよび市民活動支援センターホームページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ　 23局0180　 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/田原市民活動支援センター

市民活動を応援するページ
NPO法人 渥美虹の会

●しみんの広場

市民活動紹介

親子での自立支援を目指しています

「渥美虹の会」は障がい者の自立支援を目的として、親
子参加でさまざまな活動を行っています。活動の一

つである和太鼓の練習は、「志多ら」の創始者、吉村城太郎
先生に教えていただいています。「志多ら」は、東栄町を拠
点に活動している全国的にも有名な邦楽集団です。
　和太鼓の練習は、言語訓練の一環である「音節」や「順番
を待つ」ということを身につけるために始めました。演奏
は、リズムに合わせて体を上下させるだけで楽しさが倍増し
ます。仲間同士が視線を合わせて心を通わすと、もっと楽し
くなります。練習を始めて 20 年になりますが、今では公演
活動ができるまでになりました。
　和太鼓の練習は、毎月第２、４土曜日に行っています。そ
のほかの活動としては、第１土曜日にもの作りを、第３日曜日には調理実習を行っています。６月、８月、10 月、
12 月、２月には、臨床心理士による個別相談の場も設けています。親子参加の会ですが、兄弟での参加も、ボ
ランティアでの参加も OK です。仲間作りの場として、お気軽にご参加ください。お待ちしています。

　　　　　　　　　　【活動場所】渥美文化会館／◦和太鼓練習：第２・４土曜日 14:00 ～ 16:00

　　　　　　　　　　◦もの作り：第１土曜日 19:00 ～ 22:00 ／◦調理実習：第３日曜日 10:00 ～ 16:00

　　　　　　　　　　代表：北原初代☎＆　35 局 6284　 090-9226-1977

◦Ｈ23年度田原市市民協働まちづくり事業補助金採択事業

日時 イベント名・内容 会場・費用など 問い合わせ・連絡先

10/7 ㊎
19:00 ～

あつみロビーコンサート　第 47 回
三上クニ・トリオ from New York
～ジャジーナイト・イン・アツミ vol.7 ～

会場：渥美文化会館
　　　多目的ホール＆ラウンジ
費用：１０００円（フリードリンク）

あつみロビーコンサート事務局
☎＆　 32 局 3963（森下）

※チケットは市内文化会館など
で発売中。第 48 ～ 52 回の５回
分をセットにした便利でお得な
シーズンチケットもあります。

10/30 ㊐
14:00 ～

あつみロビーコンサート　第 48 回
野畑さおり・柿原有子・能勢健司
～ピアノと歌で名曲を～

会場：渥美文化会館
　　　多目的ホール＆ラウンジ
費用：５００円（ドリンク付）

10/27 ㊍
10:30 ～

おやこリズム 
おやこリズム・手あそび・絵本の読み聞かせ
※毎月第４木曜日に開催（12、３月は第３木曜）

会場：童浦市民館 多目的室
対象：入園前の幼児と保護者
費用：無料（申し込み不要）

くぬぎの会
☎＆　 22 局 7530（石井）

10/8 圡・
10/19 氺
10:00 ～

おもちゃ図書館 
ぬくもりのある木のおもちゃなどで、親子
が一緒に楽しく遊びます。
※おもちゃの貸し出し可

会場：田原福祉センター子育て広場
対象：おもちゃで遊びたい親子
費用：無料（申し込み不要）

田原市おもちゃ図書館
お陽さまライブラリー
☎ 22 局 9720（横田）

日時

イベント

情報
➡このコーナーに掲載する情報を募集中！頁下段の連絡先まで。市民活動ニュース

活動の概要

お問い合わせ

▲福祉施設の皆さんに和太鼓演奏を披露しています
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学校生活の
一コマを紹介

　　 田原南部小学校 「祖父母ふれあい集会」
　　ふれあって過ごそう楽しい時間！
　　
　田原南部小学校では、七夕の日に祖父母ふれあい集会を
行いました。子どもたちは祖父母に楽しいひとときを過
ごしてもらおうと、歌や音読、リコーダーの練習をしたり、
メッセージ付うちわを作ったりしました。孫からの手作り
うちわのプレゼントは大好評。また集会では、一緒に「われ
は海の子」「ふるさと」を歌ったり、「ジャンケン列車」ゲー
ムをしたりして、楽しい時間を過ごしました。祖父母の方
から「上手だったね」「楽しかったよ」「来年も楽しみにして
いるよ」などと声をかけられ、子どもたちも大満足でした。

　　 野田中学校 「緑化活動」
　　ゴーヤで省エネ！大きく育った緑のカーテン
　　
　野田中学校では、５月に市からゴーヤの苗を10本もら
い、昨年度に引き続き、緑のカーテンを作ることになりま
した。世話をしてきたのは特別支援教室の生徒たちです。
花壇の畝作りや苗の植え付け、防風ビニールの設置、水や
り、ネットの張り付けなどの世話をしてきました。最も大
変だったのはネットの張り付けで、２階のベランダから
花壇まで張るのに、風にあおられながら１時間もかかり
ました。今では、ゴーヤの葉っぱの間から涼しい風が入
り、暑さも少し和らいで感じられます。

 衣笠小学校 「歴史学習」
栄厳歴史公園で地域の歴史を学ぼう

　衣笠小学校では、昨年「魅力ある学校づくりプロジェク
ト事業」で、校舎南側にある栄

え い が ん

巌古墳の生い茂った笹や雑
草を取り除き、階段を設置しました。この古墳は、直径約
25メートルで、渥美半島でも最大クラスの円墳です。整備
後は、子どもたちが遊びに行く姿がよく見られます。５月
には６年生が、歴史学習で文化財課の学芸員を講師とし
て招き、栄巌古墳の出土品や実際の石室を間近に見なが
ら学習しました。小高い丘には芝生が敷かれ、子どもたち
が歴史と触れ合う場となっています。

　今回は、小学校での祖父母ふれあい集会と歴史学習の様子、
中学校での緑化活動の様子をご紹介します。

●学校教育課２３局３６７９

▲笑顔を乗せた「ジャンケン列車」

▲栄厳古墳について学ぶ６年生

▲２階まで伸びた緑のカーテン

平成 23年 9月15日   　  　　　　　　　　│ 6 │
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

第
４
回
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
田

原
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、市
内
外
か
ら
参
加
し
た

34
の
団
体
や
個
人
が
、活
動
紹
介
の
パ
ネ
ル
展
示
や
ス

テ
ー
ジ
発
表
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、映
画
祭
で

は
、自
分
ら
し
く
生
き
る
女
性
を
描
い
た
作
品
が
上

映
さ
れ
、来
場
者
の
共
感
を
集
め
ま
し
た
。

▲会場ステージでは、各団体の活動発表などが行われました
　（主催◉田原市男女共同参画推進懇話会）

男
女
が
共
に
輝
け
る

ま
ち
を
目
指
し
て

８
月
28
日［
日
］

　

総
合
防
災
訓
練
が
赤
羽
根
文
化
広
場
で
実
施
さ

れ
、27
の
関
係
団
体
や
市
民
な
ど
約
１
０
０
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。「
大
規
模
地
震
と
津
波
災
害
」が
想
定

さ
れ
た
こ
の
訓
練
。自
主
防
災
会
や
消
防
署
、警
察
、

自
衛
隊
な
ど
が
連
携
し
、災
害
対
応
の
機
能
を
検
証

す
る
30
種
類
の
実
践
的
な
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
は
ひ
と
つ

み
ん
な
で
防
災

８
月
27
日［
土
］

▲負傷者を倒壊家屋から救出し、搬送する訓練を行う自主防災会の皆さん

　

渥
美
病
院
主
催
の
院
内
探
検
ツ
ア
ー
が
開
催
さ

れ
、市
内
の
小
学
生
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。普
段
、

入
る
こ
と
が
で
き
な
い
病
院
内
を
探
検
し
た
子
ど

も
た
ち
は
、各
施
設
で
模
擬
の
切
開
手
術
や
血
液
検

査
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
。病
院

の
機
能
や
仕
事
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

▲腹部切開手術の模擬体験。刃のない柄だけのメスでも緊張が伝わってきます

た
は
ら
を
支
え
る

名
医
の
誕
生
!?

８
月
20
日［
土
］
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皆
さ
ん
は
使
用
済
み
の
携
帯
電
話
や

家
電
用
の
小
型
充
電
式
電
池
を
ど
う

し
て
い
ま
す
か
。今
回
は
、希
少
な
資

源
が
使
わ
れ
て
い
る
小
型
充
電
式
電

池
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

❖
ど
ん
な
家
電
機
器
に

　

使
わ
れ
て
い
る
の
？

　

携
帯
電
話
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
携
帯

ゲ
ー
ム
機
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
電
動
歯

ブ
ラ
シ
、
シ
ェ
ー
バ
ー
、
コ
ー
ド
レ
ス

テ
レ
ホ
ン
な
ど

❖
ど
の
よ
う
に
見
分
け
る
の
？

　

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
小
型
充
電
式
電
池

に
は
、
次
の
よ
う
な
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー

ク
が
付
い
て
い
ま
す
。

❖
ど
こ
で
回
収
し
て
い
る
の
？

　

電
気
販
売
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
黄

色
い
リ
サ
イ
ク

ル
ボ
ッ
ク
ス
が

目
印
で
す
。

　

※
市
で
は
回
収
し
て
い
ま
せ
ん

◦
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
電
池
を
入
れ

る
際
に
は
次
の
点
に
注
意

＊
シ
ョ
ー
ト
し
、
発
熱
・
発
火
す
る
恐

れ
が
あ
る
の
で
、
必
ず
金
属
端
子
部

を
テ
ー
プ
な
ど
で
絶
縁
す
る

＊
乾
電
池
な
ど
他
の
電
池
を
混
ぜ
な
い

◉
小
型
充
電
式
電
池
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

▼
一
般
社
団
法
人
Ｊジ

ェ
イ
ビ
ー
ア
ー
ル
シ
ー

Ｂ
Ｒ
Ｃ

　

☎︵
０
３
︶６
４
０
３
局
５
６
７
３

　
　

 http://w
w

w
.jbrc.com

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
１
８
０

◉
た
は
ら
節
電
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
２
０
１
１

　

田
原
市
で
は
、
２
０
０
６
年
か
ら
、
地

球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

施
設
の
消
灯
を
呼
び
か
け
る
ラ
イ
ト
ダ
ウ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
毎
年
夏
季
お
よ
び

冬
季
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
節
電
が
必
要
だ
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で

よ
り
も
期
間
を
延
長
し
、
例
年
の
夜
の
ラ

イ
ト
ダ
ウ
ン
に
加
え
、
昼
の
ラ
イ
ト
ダ
ウ

ン
の
呼
び
か
け
も
行
う
「
た
は
ら
節
電
ラ

イ
ト
ダ
ウ
ン
２
０
１
１
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
市
内
の
多
く
の
事
業
所
な
ど
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
大
き
な

成
果
が
あ
が
り
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

◉
家
庭
や
職
場
で
の
省
エ
ネ
の
継
続
を
！

　
「
た
は
ら
節
電
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
２
０
１
１
」

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
は
終
了
し
ま
し
た

が
、
今
後
と
も
家
庭
や
職
場
で
省
エ
ネ
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
一
人
ひ
と
り
の
努

力
が
Ｃ
Ｏ
２

削
減
や
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
の
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
２
月
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間

に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
１
５
５
６
人・事
業
所
70
か
所︵
８
月
末
現
在
︶

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

65

ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

41

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
！

▪
実
施
結
果

・
期
間　

71
日
間︵
６
月
22
日
～
８
月
31
日
︶

・
参
加
施
設
数　

87
施
設

・
削
減
電
力
量　

約
６
万
２
０
０
０
kWh

  

︵
記
入
が
あ
っ
た
も
の
の
み
の
合
計
︶

・
Ｃ
Ｏ
２

削
減
量　

約
４
万
２
０
０
０
kg

※
原
油
に
換
算
す
る
と
約
１
万
６
５
０
０

　

リ
ッ
ト
ル
の
削
減︵
ド
ラ
ム
缶
82
本
相
当
︶

▪
主
な
実
施
内
容

・
休
憩
時
間
・
就
業
時
間
前
後
の
消
灯

・
照
明
の
間
引
き

・
省
エ
ネ
型
電
球

︵
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど
︶

へ
の
取
替
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リチウム
イオン電池

ニッケル
水素電池

ニカド電池

小型シール鉛蓄電池

※ヘッドホンステレオ、ハン
ディークリーナー、コード
レステレホン、ビデオカメ
ラの４用途に限る



5

緊
急
地
震
速
報

けん
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、“
け
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。
田
原
市
で
は
、
公
共
施
設

に
「
緊
急
地
震
速
報
」
の
受
信
装
置
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

▪
緊
急
地
震
速
報
と
は
？

　

地
震
発
生
直
後

に
、
震
源
近
く
の
地

震
計
で
最
初
の
小
さ

な
揺
れ
を
と
ら
え
、

地
震
の
規
模
や
震
源

を
予
測
し
ま
す
。
そ

れ
に
基
づ
き
、
震
度
や
到
達
時
間
を
予

測
し
、
大
き
な
揺
れ
が
始
ま
る
数
秒
～

数
十
秒
前
に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

▪
ど
こ
に
設
置
し
て
あ
る
の
？

　

市
役
所
、
渥
美
支
所
、
赤
羽
根
市
民

セ
ン
タ
ー
、
各
小
中
学
校
・
保
育
園
・

市
民
館
・
文
化
会
館
・
図
書
館
、
児
童

セ
ン
タ
ー
（
児
童
館
含
む
）
な
ど
公
共

施
設
１
１
４
か
所
で
す
。

▪
ど
う
や
っ
て
知
ら
さ
れ
る
の
？

　

各
施
設
の
館
内
放
送
や
受
信
装
置

（
親
機
・
子
機
）か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▪
知
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　

速
報
か
ら
強
い
揺
れ
が
来
る
ま
で
、

わ
ず
か
な
時
間
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
の
身
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、

落
ち
着
い
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
公
共
施
設
以
外
で
知
る
方
法
は
？

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
も
放
送
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
集
客

施
設
で
の
館
内
放
送
や
携
帯
電
話
会
社

の
配
信
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

▪
緊
急
地
震
速
報
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す

　

震
源
が
近
い
場
合
、
速
報
が
間
に
合

わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
実

際
の
震
度
や
揺
れ
る
ま
で
の
予
測
時
間

に
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

速
報
が
発
表
さ
れ
ず
、
地
震
が
発
生
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

◉スポーツを通じて交流を深める
　８月28日（日）、設楽町の「豊

とよくに

邦交流センター」などで、
田原市中部スポーツ少年団の児童12名と設楽町の児
童21名による親善試合など
が行われました。この催し
は、姉妹都市である設楽町
の魅力を知るとともに、設楽
町の住民の方とふれあい、
友好を深めることを目的に開催されたものです。
　子どもたちは、最初は緊張していたものの、いっしょに
汗を流すと、すぐに打ち解けて笑顔を見せていました。
◉交流センターとは？
　今回の交流の会場となった交流センター。この施設
は、豊川上下流域の相互理解と住民同士の交流を
図ることを目的に、廃校になった設楽町の２つの小学校

地
震
、震
度
４
、15
秒
後
、

ビ
ー
ビ
ー（
警
報
音
）、10
、９
、８
…
１
。

例※
震
度
３
以
上
の
揺
れ
が
予
想
さ
れ
る
場
合
の

み
放
送
さ
れ
ま
す
。必
ず
し
も
10
秒
以
上
の
余

裕
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

（三
み つ は し

都橋・豊邦）を田原市が借り受け、交流拠点として
活用しているものです。
◉利用方法は？
対象：田原市民　※営利目的での利用は不可
利用方法：キャンプ、バーベキュー、スポーツなど
料金：無料（電気、水道などの使用料も無料）
申し込み：事前に各交流センター会長へ電話（午後８時ま

で）予約、利用日当日に現地で申込書を記入

※詳しい利用方法などはご相談ください。

▶政策推進課☎２３局３５０７　

申し込み先 電話番号
三都橋交流センター
会長　原

は ら い

井　正
ただし

さん
☎（０５３６）６４局５２６４

豊邦交流センター
会長　丸

まるやままさかつ

山正勝さん
☎（０５３６）６４局５４９９

▲サッカーを楽しむ子どもたち

姉妹都市 設楽町とサッカー交流
設楽町で行われたサッカー交流の様子をご紹介します。

■国内外との交流・多文化共生

▲三都橋交流センター ▲豊邦交流センター
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般
・
社
会
人
は
作
文
と
面
接　

▼
申
し
込

み
＝
入
学
検
定
料
１
万
５
０
０
０
円
を
振

り
込
み
の
う
え
、
田
原
福
祉
専
門
学
校
に

あ
る
所
定
の
出
願
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
出
願
期
間
内
に
提
出
（
郵
送
の
場

合
は
当
日
消
印
有
効
）　

▼
そ
の
他
＝
入

学
試
験
は
、
10
月
か
ら
平
成
24
年
３
月
ま

で
毎
月
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９　

22
局
７
３
４
０

▼
対
象
＝
中
学
２
年
生
～
一
般　

▼
開
催
日

＝
10
月
15
日
（
土
）
～
11
月
26
日
（
土
）

の
毎
週
土
曜
日
（
全
６
回
）
※
10
月
29
日

（
土
）
を
除
く　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会

館
２
０
１
会
議
室　

▼
時
間
＝
午
後
７
時

30
分
～
９
時　
▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
講
師
＝
ベ
ク
・
ス
ン

ミ
ン
氏　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
３
日
（
月
）

か
ら
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に

て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
の
場
合

は
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

学
生
の
場
合
は
学
校
名
と
学
年
も
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

田
原
福
祉
専

門
学
校
で
は
、

平
成
24
年
度
の

推
薦
お
よ
び
一

般
・
社
会
人
入

学
試
験
を
行
い

ま
す
。

▼
試
験
種
別
＝
①
推
薦
・
社
会
人
入
学
試

験 

②
一
般
・
社
会
人
入
学
試
験　

▼
試
験

日
＝
①
10
月
22
日（
土
） 

②
11
月
５
日（
土
）

▼
出
願
期
間
＝
①
10
月
１
日
（
土
）
～
13

日
（
木
）  

②
10
月
11
日
（
火
）
～
27
日

（
木
）　

▼
試
験
内
容
＝
推
薦
は
面
接
、
一

▼
日
時
＝
10
月
21

日
（
金
）
午
後
１
時

～
３
時　

▼
場
所
＝

道
の
駅
田
原
め
っ
く

ん
は
う
す　

▼
内
容

＝
定
期
点
検
に
つ
い

て
の
講
話
や
点
検
な

ど
の
実
習　

▼
定
員
＝
２
０
０
名
（
先
着

順
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み

＝
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

場
合
は
地
区
名
・
氏
名
を
明
記
）　

▼
そ

の
他
＝
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
参
加
者
に
は
、
マ
イ
カ
ー
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
や
粗
品
な
ど
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
渥
美
自
動
車
組
合

☎
22
局
０
７
４
６　

22
局
４
８
２
３

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
法
律
問
題
の

情
報
を
提
供
し
、
法
務
局
の
仕
事
に
つ
い

て
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、

法
務
局
市
民
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
内
容
／
日
時
＝
遺
言
／
10
月
12
日（
水
）

午
後
２
時
～
４
時
、成
年
後
見
制
度
／
10

月
13
日（
木
）午
後
１
時
30
分
～
３
時
、
相

続
／
10
月
13
日（
木
）午
後
３
時
～
４
時
30

分　

▼
場
所
＝
名
古
屋
法
務
局
豊
橋
支
局

６
階
会
議
室　

▼
定
員
＝
各
60
名（
先
着

順
）　
▼
受
講
料
＝
無
料　
▼
申
し
込
み
＝

各
講
座
の
開
催
日
前
日
ま
で
に
電
話
に
て

▼
名
古
屋
法
務
局
豊
橋
支
局
総
務
課

☎（
０
５
３
２
）54
局
９
２
７
８

　

田
原
福
祉
専
門
学
校
学
園
祭

　
『
た
っ
ぷ
く
祭
』　

　

今
年
は
「
わ　
～
和
・
話
・
輪
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
学
生
た
ち
が
企
画
し
た

盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
一
般　

▼
日
時
＝
10
月
14

日
（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
、

10
月
15
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後

３
時　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
専
門
学

校　

▼
内
容
＝
お
茶
席
や
模
擬
店
、

手
浴
体
験
、
ゲ
ー
ム
な
ど　

▼
参
加

料
＝
無
料　
　

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９　

22
局
７
３
４
０

安
全
で
快
適
な
カ
ー
ラ
イ
フ
の
た
め
に

「
マ
イ
カ
ー
点
検
教
室
」　

参
加
者

田
原
福
祉
専
門
学
校　

学
生

初
級
ハ
ン
グ
ル
教
室　

受
講
者

法
務
局
市
民
講
座　

受
講
者
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こ
の
運
動
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
防
犯

協
会
や
警
察
が
協
力
し
、
身
の
回
り
に
危

険
を
及
ぼ
す
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
活
動
を

行
う
も
の
で
す
。
10
月
11
日
は
、
防
犯
に

対
す
る
意
識
と
理
解
を
深
め
る
「
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
日
」
と
制
定
さ
れ

て
い
ま
す
。地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
活
動
で
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
ま
し
ょ
う
。

❖
運
動
の
重
点

◦
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

◦
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯
罪
の
防
止

◦
万
引
き
、
自
転
車
盗
の
防
止

◦
自
動
車
盗
の
防
止

◦
暴
力
追
放
運
動
の
推
進

【
年
間
取
組
事
項
】

◦
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　
「
行
政
相
談
」

は
、
国
や
県
、

市
町
村
な
ど
の

仕
事
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
か
ら
苦
情
や
意
見
・
要
望
な

ど
を
伺
い
、そ
の
解
決
を
図
る
制
度
で
す
。

市
で
は
、「
行
政
相
談
所
の
開
設
」「
心
配

ご
と
相
談
」
を
同
時
に
実
施
し
ま
す
。
年

金
・
保
険
・
税
金
・
登
記
・
環
境
衛
生
・

消
費
者
保
護
・
交
通
安
全
・
道
路
・
窓
口

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、苦
情
や
意
見
・

要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

▪
心
配
ご
と
相
談

▼
開
催
日
／
場
所
＝
①
10
月
５
日
（
水
）

／
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー　

②
10
月
12
日

（
水
）
／
赤
羽
根
福
祉
セ
ン
タ
ー　

③
10

月
18
日
（
火
）
／
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド

▼
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

※
こ
の
他
の
日
程
で
も
、
行
政
相
談
員
な

ど
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
日
程
は
、
田
原
市
社
会
福
祉
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
福
祉
だ
よ

り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪
行
政
相
談
員

◦
松
井
克か
つ
し志
さ
ん
（
神
戸
町
）

◦
中
村
都と

き

こ
祁
子
さ
ん
（
赤
羽
根
町
）

◦
井
本
親し
ん
ご吾
さ
ん
（
伊
川
津
町
）

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
23
局
０
６
１
０　

23
局
３
９
７
０

　
http://tahara-shakyo.or.jp/sinpai/

　
soudan.htm

　

　
「
運
動
を
始
め
た
い
」「
楽
し
そ
う
な
体

操
な
ら
続
け
ら
れ
る
か
な
」「
手
芸
や
コ
ー

ラ
ス
な
ど
、
運
動
以
外
の
グ
ル
ー
プ
活
動

に
体
を
運
か
す
こ
と
を
取
り
入
れ
た
い
」

な
ど
運
動
習
慣
づ
く
り
で
お
悩
み
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。「
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
」

が
、
地
域
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
出
向

き
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
太

極
拳
、
健
康
体
操
な
ど
の
運
動
指
導
を
行

い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

♥
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
と
は

　

愛
知
県
が
開
催
す
る
健
康
づ
く
り
を
学

ぶ
研
修
会
に
参
加
し
登
録
さ
れ
た
方
々
の

こ
と
で
、
田
原
市
に
は
14
名
の
方
が
い
ま

す
。
楽
し
く
、
無
理
な
く
、
心
地
よ
い
指

導
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
種
類
＝
甲
種
・
乙
種
全
類
・
丙
種　

▼
対
象
＝
一
般　

▼
日
時
＝
11
月
27
日

（
日
）
▼
場
所
＝
名
古
屋
市
内　

▼
申
し

込
み
＝
①
10
月
３
日
（
月
）
以
降
に
市
役

所
消
防
課
ま
た
は
消
防
署
・
各
分
署
で
配

布
さ
れ
る
受
験
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、10
月
17
日（
月
）～
10
月
26
日（
水
）

の
期
間
に
郵
送　

②
10
月
14
日
（
金
）
午

前
９
時
～
10
月
23
日（
日
）午
後
５
時
の
期

間
に
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
電
子
申
請　

▼
そ
の

他
＝
テ
キ
ス
ト
お
よ

び
事
前
講
習
会
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.shoubo-shiken.or.jp/

▼
消
防
課　

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

秋
の
行
政
相
談
週
間

10
月
1７
日（
月
）～
2３
日（
日
）

秋
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

10
月
11
日（
火
）～
20
日（
木
）

「
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
」が

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

第
５
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

サンテパルクたはら

臨時休園 のお知らせ

◉臨時休園日＝9／30 金

※ただし、9／29 木は開園
しますので、ぜひお越しく
ださい。

▶サンテパルクたはら
　☎ 25局1234
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渥
美
半
島
の
観
光
が
最
も
活
気
づ
い
て

い
た
こ
ろ
の
昭
和
45
年
７
月
16
日
。
伊
良

湖
岬
に
伊
良
湖
港
湾
観
光
セ
ン
タ
ー
が
開

館
し
ま
し
た
。
盛
ん
に
な
っ
た
観
光
や
、

海
の
玄
関
口
と
し
て
の
伊
良
湖
の
機
能
を

高
め
る
た
め
で
、
公
共
性
の
高
さ
か
ら
愛

知
県
、
渥
美
町
、
名
古
屋
鉄
道
の
官
民
合

同
で
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
年
の
３

月
か
ら
９
月
に
は
大
阪
万
博
（
日
本
万
国

博
覧
会
）
が
開
か
れ
て
い
て
、
こ
の
会
期

中
に
開
館
を
合
わ
せ
た
と
い
い
ま
す
。
渥

美
半
島
だ
け
で
な
く
、
日
本
国
中
が
活
気

に
溢
れ
て
い
た
と
き
で
す
。

　

施
設
は
、
二
階
建
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
で
、
中
に
は
海
陸
交
通
タ
ー
ミ
ナ

ル
事
務
所
、
待
合
室
、
食
堂
、
売
店
が
あ

り
ま
し
た
。
二
階
に
は
、「
伊
良
湖
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
」（
伊
良
湖
自
然
科
学
博
物

館
）
が
あ
り
、
伊
良
湖
を
訪
れ
る
人
た
ち

に
三
河
湾
国
定
公
園
の
自
然
、産
業
、文
化
、

さ
ら
に
伊
勢
湾
の
未
来
像
を
解
説
す
る
施

設
と
し
て
、
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
な
ら
、
観
光
施
設
に
付
属
す
る

普
通
の
博
物
館
で
す
が
、
こ
こ
の
博
物
館

は
そ
の
内
容
が
す
ご
い
！
渥
美
半
島
に
生

き
た
人
々
の
歴
史
・
民
俗
、
そ
し
て
そ
れ

ら
を
育
ん
だ
自
然
、
さ
ら
に
渥
美
半
島
の

産
業
、
交
通
に
い
た
る
ま
で
全
て
を
網
羅

し
た
内
容
で
し
た
。
豊
富
な
展
示
資
料
と
、

十
分
に
調
べ
ら
れ
た
解
説
、
ま
た
模
型
に

よ
っ
て
質
の
高
い
展
示
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
こ
に
く
れ
ば
、
渥
美
半
島
の
全
て

が
わ
か
っ
た
と
い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
広
い
視
野
で
ひ
と
つ
の
地

域
を
紹
介
し
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
博
物

館
は
東
海
地
方
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

し
、
お
そ
ら
く
今
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。

地
道
な
調
査
、
研
究
活
動
も
続
け
ら
れ
、

夏
休
み
な
ど
に
は
展
覧
会
や
講
座
が
催
さ

れ
ま
し
た
。
縄
文
、
弥
生
、
古
墳
、
東
大

寺
瓦
、
船
の
歴
史
な
ど
の
展
覧
会
に
は
、

観
光
客
ば
か
り
で
な
く
地
域
の
人
た
ち
も

多
く
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
調
査
研
究
、
展

示
の
成
果
を
掲
載
し
た
『
伊
良
湖
』
は
、

ほ
ぼ
毎
年
刊
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

敷
地
内
に
は
発
掘
さ
れ

た
鬼き

お
と
し堕
２
号
墳
（
若
見

町
）
の
移
設
も
行
わ
れ
、

現
在
の
史
跡
の
整
備
に

先
行
す
る
画
期
的
な
事

業
で
し
た
。

　

こ
の
博
物
館
の
素
晴

ら
し
さ
は
、
過
去
と
現

在
、
そ
し
て
未
来
が
展

示
さ
れ
て
い
た
こ
と
で

す
。
こ
こ
に
行
け
ば
、

　

ま
ぼ
ろ
し
の
伊
良
湖
自
然
科
学
博
物
館

自
分
が
住
む
ふ
る
さ
と
の
ワ
ク
ワ
ク
感
や

ド
キ
ド
キ
感
、
夢
を
体
感
で
き
、
観
光
客

は
こ
の
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
に
憧
れ
を
抱

い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
展
示
は
今
の

博
物
館
施
設
に
比
べ
る
と
洗
練
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
一
笑

で
き
る
資
料
の
質
、
そ
し
て
携
わ
っ
た
人

た
ち
の
熱
意
が
こ
の
博
物
館
の
持
つ
力

だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

平
成
６
年
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
新
し
く

建
て
替
え
ら
れ
「
伊
良
湖
ク
リ
ス
タ
ル
ポ

ル
ト
」
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
６
年
に
幕

を
閉
じ
た
伊
良
湖
自
然
科
学
博
物
館
で
す

が
、
も
う
一
度
、
渥
美
半
島
の
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
、
あ
の
個
性
豊
か
な
博

物
館
を
見
せ
て
あ
げ
た
い
と
願
う
の
は
私

だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

【
表
紙
の
写
真
】日
出
園
地
の
ハ
マ
カ
ン
ゾ
ウ

▼
秋
の
訪
れ
と
と
も
に
、海

辺
を
オ
レ
ン
ジ
色
に
彩
る
ハ

マ
カ
ン
ゾ
ウ
。日
出
園
地
は
、

幕
末
に
異
国
船
対
策
の
た
め
、大
垣
新

田
藩
が
砲
台
を
設
置
し
た
場
所
で
、現

在
で
も
そ
の
名
残
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。こ
の
砲
台
跡
か
ら
、が
け
下

を
見
下
ろ
せ
ば
、岩
場
か
ら
生
え
る
ハ

マ
カ
ン
ゾ
ウ
の
群
生
が
。私
が
い
つ
か

カ
メ
ラ
に
収
め
た
い
風
景
で
す
。（
Ｏ
）
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